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ＮＡＳＡから飛び立 た宇宙飛行士が 宇宙ステ シ ンの中で約６ 月ＮＡＳＡから飛び立った宇宙飛行士が、宇宙ステーションの中で約６ヵ月
間の生活を終えて、無事地球に帰還し続けています。一体、無重力の狭い
空間の中で、どのようにして生命を維持することができたでしょうか。食事
は、水は、空気は、風呂は、トイレは・・・次々と知りたいことが発生してきます。

宇宙空間の温度は、絶対温度およそ3K（ケルビン）（摂氏－２７０℃）で
あることが分かっています。このような中、どのようにして体温を維持し、無
重力の中 血液の流れを維持しているのでし うか ＮＡＳＡは西洋医学重力の中、血液の流れを維持しているのでしょうか。ＮＡＳＡは西洋医学、
東洋医学だけでなく、独自の育成光線論を加えて宇宙飛行士の生命活動
に対応していると伝えられています。
現在の日本では、NASAが発表した育成光線理論という新しい生命工学に
ついてはあまり研究されていません。圧倒的に西洋医学による医療研究
が推進されているのも一つの原因かもしれません。
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宇宙ステーションの中ですが、室内は９．６μｍの育成光線が飛び交い室内の温度は
２４．６℃に維持されているということです。ＮＡＳＡは、このようにして宇宙飛行士の健
康を維持しているものと思われます。
最近、光冷暖といわれる冷暖システムが注目を浴びるようになりました。これは、この

宇宙ステーションと同じ要領で温度管理するものです。一昨年、環境大臣賞も受賞しま
したが、あくまで省エネとしての受賞でした。なぜなら、日本では育成光線が人間の健
康に及ぼす影響等について研究が進んでいないからです。
しかし、この遠赤外線の中にいると健康的に生活できるのは間違いないでしょう。あ

の過酷な宇宙空間の中で宇宙飛行士が無事に帰還している状況からしても確認でき
ると思います。
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NASAは、人の生命活動を分子運動の波長で追究し、発表しています。人の生命を支
えている基本の物質は水とタンパク質です。この水とタンパク質の分子運動は、体温
36.5℃の時「9.6¶mの波長である」とNASAは発表しました。
物質の分子運動は、温度（熱エネルギー）によって変化します。人間の平均的な体温

は36.5℃とされています。病気になって発熱した場合、当然水とタンパク質の分子運
動は変化します。結果として、9.6¶mの波長とは異なってくることになります。逆に、老化
や特別な病気によって、体温が36.5℃より低下することがあります。この時も、水やタン
パク質の分子運動が変化しているはずです。当然、その波長も変化してきます。
よく考えてみると、人の生命活動を「分子運動の波長」で表わすことは最も科学的な

方法ということができます。ただ難しいのは、人が発散している分子運動の波長を簡単
に測定できないということです。NASAの発表が、日本の科学者たちにすんなり受け止
められていない最大の理由かもしれません。
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電磁波は、波長（波の長さ）によって種類分けされています。最も波長の短いものをガンマー線と呼ん
でいます。波長が短いため、物質を通過して変化を与える強い力を持っています。ガンマー線は通常放
射線とも呼ばれ、生命体に様々な障害を与えることが分っています。
ガンマー線より少し波長が長いものをX線と呼んでいます。レントゲン写真に利用されていますが、やはり
生命体に障害を与えます。
次に波長が長いのが紫外線です。紫外線も、ある程度生命体に障害を与えることが分っています。人

間が進化の過程で色として感じ取るようになった電磁波が可視光線です。人間は、可視光線の電磁波の
波長を、大きく７色に分けて感じ取っているとされています。可視光線より波長の長い部分を赤外線と呼
んでいます。この赤外線は大きく三つの部分に分けられています。
人の生命活動と最も深い関係にあるのが遠赤外線です 通常遠赤外線は4¶m～25¶mの波長帯とさ人の生命活動と最も深い関係にあるのが遠赤外線です。通常遠赤外線は4¶m～25¶mの波長帯とさ

れています。したがって、人が発散している9.6¶mの電磁波（波長）は遠赤外線という事になります。
遠赤外線は体に良いとされて来ましたが、生命工学の理論として発表（NASA）されたのは初めてです。

地球上の生命は太陽の光によって支えられています。この太陽光の中で、地球に届く遠赤外線が3.0¶m
前後～12¶m前後であるとNASAは発表しています。この遠赤外線に対応して人は進化してきており、生
命活性の基本になっているというのです。したがって、特別に「育成光線」と呼ぶとしています。
私たちは、波長の長いマイクロ波や電波を電子レンジ、携帯電話、テレビ、ラジオなどで利用しています。
NASAの育成光線理論を受け止めた場合、マイクロ波や電波の波長は「人の生命活動になじみにくい」と
いうことになります。
現在の日本の公式な見解では、マイクロ波や電波は「特に問題なし」とされています。しかし、一部の

人はマイクロ波や電波による健康障害を訴えています。これは、日本では電磁波が人の健康に及ぼす
影響について明らかにされておらず、それに基づく法的整備が遅れているといわざるを得ません。今後
は、研究によって電磁波が人体に及ぼす影響等が解明されていくでしょう。
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ここで、電磁波に関する基礎的なことをおさらいしておきましょう。ある場所で何らか
の物理量が変動すると、その変動がその場所で留まらず、 空間を伝搬していきます。
この現象は波とよばれています。たとえば、静止している池の水の中に石を投げいれ
ると、波紋が広がっていく、これは、水に石が落ちたことにより物理量が変動し、水の波
紋が広がっていきます。
このような現象が空間の中で電磁波として伝わっています。
波が1回振動したときの距離を「波長」と言います。
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「周波数」とは、1秒間に繰り返す波の数のことを言います。送電線などに流れる電流
は、1秒間に60回「＋」と「－」が入れ替わります。これを図で見ると1秒間に60回の波が
できることになります。周波数の単位には「Hz（ヘルツ）」を使いますので、この様な場
合、周波数は60Hzと言います。
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波長と周波数の関係について、関係式で表せば
波長（μｍ）×周波数（ＨＺ）＝光の速さ、（電磁波の速さ）
参光の速さは、30万ｋｍ／秒（300000ｋｍ／秒＝３×１０14 μｍ／秒）

参（１μｍ マイクロメーター＝１０－６ｍ メートル）
育成光線と周波数の関係を数式で表すと 9.6μｍを約10μｍの波長として試

算
関係式は 10（μｍ）×周波数＝３×１０１４（μｍ）
育成光線の周波数は ３×１０１４÷１０＝１０１３（HZ）
9.6μｍは、約１０１３ヘルツ（HZ）に当たることになる。
ＮＡＳＡが発表した9.6μｍの波長の場会、１秒間に約１０兆回の波を繰返していること
になる。

参【テラヘルツ】
①テラヘルツ（１０１２ヘルツ）と波長の関係は
②波長×１０１２＝３×１０14（μｍ）
③テラヘルツは 波長＝３×１０２（μｍ）＝３００（μｍ）
④テラヘルツは、波長３００μｍの電磁波であり、育成光線により低周波である。学

問上の分類では遠赤外線ではなく、超遠赤外線に分類され、マイクロ波に近いことにな
る。
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東洋医学では、「気」ということが大切にされています。中国の学者から「気とは何か」
を学んだ結果、NASAの波長論に通じることが分かってきました。人が生命を維持して
いる時には、水やタンパク質の分子運動によって9.6¶mの波長の波を放出していること
になります。
この波は、エネルギーとして伝わっていくはずです。このエネルギー現象を電磁波と呼
んでいます。専門的には、電界、磁界が繰り返して広がっていく現象のため電磁波と呼
ばれています。
ということは、人は常に9.6¶mの波長の電磁波を発散しながら、生命活動を維持して

いることになります。人の生命活動があるということは、平均36.5℃の体温が保たれて
いることです。この時の水やタンパク質の分子運動が電磁波（波長）になって外に放出
していると考えることができます。東洋医学での「気」と同じ考え方が可能と推論でき
ます。
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自然界の物質を作っている原子や分子は、常に振動しています。この振動は、波と
なって放射されています。
同じ波長（周波数）の波がやってくると、その波のエネルギーを受けて、自らも振動する
ことが起こります。これを共振現象と呼んでいます。
こうした自然現象は、音叉の実験で確かめることができます。同じ波長（周波数）の

音叉を離れたまま置いて、一方をたたいて鳴らします。すると離れて置いた音叉が自
然に鳴りだします。
ＮＡＳＡが、人の体を作っている水とタンパク質が放出している波長を追求したのは

このためです。人の体に同じ波長のものを作用させると、共振現象によって生命の活
性化が起きると考えられるからです。宇宙飛行士の健康について、ＮＡＳＡはほとんど
発表していません。しかし、多くの研究者は、共振現象の中で宇宙生活していると考え
ています。
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人の体が、9.6¶mの波長の電磁波で生命を維持しているとするなら、外部から9.6¶m
の波長の電磁波を作用すればよいということになります。共振現象によって刺激を受
け、生命が活性化すると考えられるからです。
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こうした、共振現象の原理から考えると高周波や低周波は人の体にとって好ましい電
磁波ではないということになります。場合によっては、拒絶反応を示すことが考えられ
ます。
ガンマー線（放射線）やX線の高周波が、人体に有害であることは証明されています。
また、携帯電話を使用し続けると「頭が痛くなったり」「気分が悪くなる」場合があります。
9.6¶mの波長を求める体に対して、1,000¶m以上の波長が作用し続けることは「生命維
持」に混乱を与える可能性が生じると考えられます。
したがって、頭が痛くなったり、気分が悪くなるのは身体の「拒絶反応」の一つと考え

ることができます。
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昔の人は、家を造るとき育成光線（3.0¶m～12.0¶m）を放出している材料を使ってい
ました。畳（い草）、稲わら、杉、桧などの木材、土や海藻を練った白壁、屋根に使用する
茅（かや）などは育成光線を発散していることが分かっています。
昔の人が、こうしたことをどのようにして感じ取っていたのかについてはよく分ってい

ません。昔の人の生活の知恵に改めて学ぶ必要がありそうです。
現代社会は、合成化学物質や電子機器など育成光線とは異なる高周波、低周波の

中での生活が続くようになっています。健康長寿社会に向けて、大きな課題になってい
ると考えられます。
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人の生命活動を支える中心的役割を果たしているのが内臓です。中でも、食べ物と直接関
係 る が消化器官 す 消化器官は 主 平滑筋と呼ばれる筋肉 構成され係しているのが消化器官です。この消化器官は、主に平滑筋と呼ばれる筋肉で構成されてい
ます。心臓や肺の筋肉も、平滑筋によって構成されています。平滑筋を構成しているタンパク
質の分子運動が9.6¶mで振動しているとするなら、人の食べ物に対して一つの条件が設定さ
れることになります。それは、できるだけ9.6¶mの波長（電磁波）を発散している食べ物が好都
合ということです。共振現象によって、平滑筋の活動が活性化すると考えることができるからで
す。
こうした考え方は、NASAが育成光線理論を発表するまでほとんど取り上げられることはあり

ませんでした。生命の活性化を「食」の立場で考えるとき、NASAの育成光線理論は大変重要ませんでした。生命の活性化を「食」の立場で考えるとき、NASAの育成光線理論は大変重要
であると受け止めることができます。
健康食品やサプリメントを研究開発するとき、単一の機能性物質を追究していくのも一つの

方法です。しかし、食を共振現象の立場で受け止めると、常に総合的に判断していくことが求め
られてきます。すべての食は、人の内臓（身体）と共振現象の関係になっている必要があります。
食と食、食と人の内臓（身体）は相互に共振し合って、融合的に生命の活性を生み出していると
考えることができます。
こうした考え方に立つなら、健康食品は融合食品として受け止める必要が生じてきます。お

そらく NASAが開発している宇宙食は 融合食品として追究され完成しているのではないでそらく、NASAが開発している宇宙食は、融合食品として追究され完成しているのではないで
しょうか。
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人の生命活動は大きく三つの流れによって支えられています。一つは血液の流れです。心臓
から大動脈に送られた血液は、全身を循環して静脈を通って再び心臓に帰ってきます。血液の
流れは、生命活動に必要な酸素や栄養分を運ぶ重要な役割を果しています。
もう一つは、生体電流の流れです。全身に分布している神経の中を電子（e-）が流れること

によって、人の神経伝達システムが成り立っています。全身に分布している神経細胞の中を電
子（e-）が移動することによって、様々な情報が脳に伝達されているとイメージすればよいで
しょう。
神経細胞のことを専門的にはニューロンと呼んでいます。このニューロン（神経細胞）と

ニューロンのつなぎ目は小さなすき間になっていることが分かってきました。この小さなすき間ニュ ロンのつなぎ目は小さなすき間になっていることが分かってきました。この小さなすき間
（空間）の組織をシナプスと呼んでいます。シナプスには、送られてきた電子（e-）の流れである
電気信号を、次のニューロン（神経細胞）に伝達する特別な仕組みが存在しています。それは、
セロトニン、ドーパミン、アドレナリンなどの体内化学物質によって受け渡しをするという仕組み
です。人の生命活動は、こうした神経伝達システムによっても支えられているのです。
三つ目の流れがリンパの流れです。人の体液は重力によって足の方へ集まってきます。同時

に、血管からも滲み出て全身に分布しています。こうした体液はリンパ液として回収される仕組
みになっているのです。これがリンパの流れです。
リンパの流れはリンパ管とい て 血管とは別の組織を流れるようにな ています リンパ管をリンパの流れはリンパ管といって、血管とは別の組織を流れるようになっています。リンパ管を

流れる液体をリンパ液と呼んでいます。リンパ液は、最終的に静脈に集まり、再び血液の流れに
なっていく仕組みになっています。リンパ液の中に存在している特別な細胞がリンパ球と呼ばれ
る免疫細胞です。
人の免疫を支える中心的な役割を果たしているのがリンパ球と呼ばれる免疫細胞たちです。

免疫細胞については後で詳しく説明することにしましょう。
こうして、人の生命活動は大きく三つの流れによって支えられているのです。健康長寿を実

現するには、この三つの流れを常に順調にしていくことが大切です。入浴や、温泉の利用、岩盤
浴などは、この三つの流れを良好にする健康方法として古くから知られています。
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全身に酸素と栄養分を運んでいるのが血液です。心臓から酸素や栄養分を全身に
運ぶための血液が流れているのが動脈です。体内燃焼後の二酸化炭素や老廃物を運
んでいるのが静脈ということになります。
動脈と静脈は血管の末端でつながっており、毛細血管と呼ばれていました。最近で

は微小血管と呼ばれるようになり、新しい生命工学として取り上げられることが多くなっ
ています。特に、人の脳や内臓の微小血管の状態と健康長寿に深い関係があるとされ
るようになっています。
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中でも脳内の微小血管と認知症の関係が指摘されています。脳内の微小血管が破
れて小さな染みができた場合、認知症の原因の一つと推測されているのです。微小血
管の破れはなかなか見つけることができません。最近の研究では、認知症は約25年間
の経過を経て発病するとされています。
その間、アミロイドβ、ヘモグロビンA1c（血糖）、微小血管出血、などが進行の原因と

して取り上げられ、短鎖脂肪酸、IgAなどの腸内環境が予防（進行を止める）に役立っ
ていると研究報告されています。
人の微小血管は再生されます。手の指を怪我した場合、微小血管が破れ出血します。

しかし、やがて怪我が治ると同時に微小血管が再生され、正常な状態になることは誰
でも経験していることでしょう。
血液の流れをよくして、微小血管を守り通すことは、そのまま「健康長寿」につながっ

て来ることになります。老化を予防したり、病気の予防や改善に取り組むとき、いかにし
て微小血管を守り通すかということが重要な課題になってきます。
『マジェスティレアス』は、血流をよくし、全身の微小血管の保護と再生を期待して研

究を続けてきました。
NASAが発表した育成光線理論を人の体の共振現象として受け止め、20年以上に渡っ
て研究して完成したのが『マジェスティレアス』です。
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古くから中国では独自の医学が発展していました。現在では東洋医学として確立され、
中医学とも呼ばれるようになっています。そこで、直接中国に行って中医学について学
ぶことにしました。一口に中医学といっても、様々な方法が存在していることが分かりま
した。
例えば、人体の経穴（ツボ）についても、医学者、研究者、治療者によって異なった表

現や視点が存在しています。しかし、共通していたことは、人の生命活動を「気」として
受け止めていることです。元気、精気、覇気（はき）、気力などは中医学を語源にしてい
るというのです。
私たちは、中医学（東洋医学）の「気」を、NASAが発表した育成光線理論と重ねて受

け止め、研究を進めてきました。西洋医学ではエネルギー放射と表現してもよいかと思
います。
こうした人の生命活動の「気」、「育成光線」、「エネルギー放射」を体内伝達する組織
が神経伝達の仕組みです。すでに説明したように、人の全身に分布している神経は生
体電流（e-）によって情報伝達されています。
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神経と神経の小さな空間（シナプス）をつないでいるのが、アドレナリン、ドーパミン、セ
ロトニンなどの体内化学物質です。こうした体内化学物質は、人の精神活動にも深く関
係していることが分かっています。特に、セロトニンは人の精神活動を安定させる重要
な役割を果しているとされています。
東洋医学での経穴（ツボ）への刺激、西洋医学でのセロトニン分泌は、今後更に新し

い生命工学として追究されていくでしょう。NASAの育成光線理論を含め、「生命の神
秘」は、科学として解明されつつあります。
人の神経組織は、ただ痛いとか熱いなどを感じるだけでなく、生命活動全体を支える
重要な役割を果しているのです。
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人は病気になると発熱します。これは、体温を上げて体内の代謝酵素を活性化して病気を改
善 ようとする自然 仕組み す 最近 は 体温を上げる とはそ まま健康長寿 な善しようとする自然の仕組みです。最近では、体温を上げることはそのまま健康長寿につな
がってくると考えられています。
東洋医学では、「冷え」が最も人の健康を害するとされています。中医学を学ぶため中国に

行ったとき、レストラン（食堂）で出される水やジュース類は全て温かいものばかりに直面し、びっ
くりしました。冷たい水、冷たいジュース、冷たい食事は人の生命活動を不活発にしてしまいま
す。
人にとって最もやっかいながん細胞は、低体温になるほど活性化して増殖することが分かっ

ています。無重力の中で生活する宇宙飛行士にとって、体温の低下（冷え）は、「危険信号」でています。無重力の中で生活する宇宙飛行士にとって、体温の低下（冷え）は、「危険信号」で
あると伝えられたことがありました。育成光線理論が体温36.5℃を基準にしている背景にも
なっています。
多くの場合、冷えは足の指先から起ってきます。血流が心臓より最も遠いことも原因になって

います。もう一つは、足の指先に向って抹消神経が細かく分布していることも原因とされていま
す。
冷えの解消方法として足の経穴（ツボ）を刺激することが行われています。抹消神経を刺激し

て冷えを解消する方法です。NASAの育成光線理論では、9.6¶mの波長を放出する物を作用
させて 共振現象を起させることが考えられます 抹消神経が刺激を受けて 平均体温とされさせて、共振現象を起させることが考えられます。抹消神経が刺激を受けて、平均体温とされ
る36.5℃を保つことを狙った方法です。
人は進化の過程で二足歩行を身につけました。そして、足先まで抹消神経を発達させてい

ます。この抹消神経を常に刺激する一つの方法として「マジェスティレアス」を研究開発しまし
た。使用することによって、体温の上昇変化が期待されます。基礎体温の上昇は、健康長寿を
実現する重要な要素になります。例え0.1℃の体温上昇であっても、体内の基礎代謝に与える
影響は大きいものがあります。
日常的な筋肉運動と併用すれば、より効果的と考えられます。足の指先を冷やさないことが

健康長寿につながる第1歩と受け止めておきましょう。

20



血管から滲み出た液体や細胞に含まれていた水分は、体液となって存在しています。この体
液がリンパ液となってリンパ管に入って流れていきます。特に、重力によって下の方に移動した
体液は、足に溜る傾向があります。
血液の流れは心臓によって強く押し出されますが、リンパ液は自然に移動する仕組みになっ

ています。そのため、足先からスタートするリンパの流れは、時々足に溜ってむくみの原因にな
ることがあります。リンパ液の中には、リンパ球と呼ばれる免疫細胞が存在し、全身を移動しな
がら人の免疫活動を支えています。リンパの流れは、鎖骨の下を通る静脈に合流する仕組み
になっています。多くの人は、左側の静脈を中心にリンパの流れが合流していますが、リンパの
流れ方には個人差があることが分かっています。右側中心だったり、左右同じように流れてい流れ方には個人差があることが分かっています。右側中心だったり、左右同じように流れてい
る人も存在しています。そのため、東洋医学での経穴（ツボ）にも個人差があると考えられてい
ます。
リンパの流れを最も利用するのが、がん細胞です。がん細胞はリンパを利用して移動しようと

します。こうしたがん細胞やウイルス、細菌の移動を止める仕組みとして、至る所にリンパ節が
存在しています。
がん細胞は、リンパ節を次々と突破して転移して行こうとします。したがって、リンパ液に存在

するリンパ球（免疫細胞）の働きを常に活性化しておくことが必要になってきます。「マジェスティ
レアス」は リンパの流れを補強する目的でも研究してきました 人の体液が育成光線を放出しレアス」は、リンパの流れを補強する目的でも研究してきました。人の体液が育成光線を放出し
ているとするなら、同じ波長を作用させて共振現象を期待するということが可能です。特に、
足先からスタートするリンパ（球）の流れを活性化し、免疫力アップを期待するという考え方です。
リンパに関しては、まだまだ分らないことが多く、医学者たちの大きな研究テーマにもなって

います。ただ、はっきりしていることは健康長寿を願うなら、リンパの流れを活性化し免疫力を
高める必要があるということは確かです。
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足の裏には、東洋医学での経穴（ツボ）が集中しているとされています。日本では、竹を割っ
て置き、足の裏の土踏まずを刺激する健康方法が存在しています。土踏まずに刺激を与える
のは「三つの流れ」の起点になっていると考えられるからです。

１．血液の流れの起点
２．生体電流の流れの起点（電子e-の流れ）
３．リンパの流れの起点

タイ式マッサージでは、足の裏の起点（経穴）に強い刺激を与える方法が存在しています。悲
鳴を上げるほどの痛さを感じることがあるようです。伝統的な健康方法として知られています。
そこで、この起点に強い育成光線（9.6¶mレベルの波長）を作用させることに取組みました。共そこで、この起点に強い育成光線（9.6¶mレベルの波長）を作用させることに取組みました。共
振現象によって三つの流れが同時に活性化すると考えられるからです。
9.6¶mの波長は遠赤外線の領域です。そこで、遠赤外線を放出する岩石の研究に取組みまし
た。
参考になったのはハワイの溶岩大地です。ハワイ島では、現在も粘性溶岩が噴出し続けてい

ます。この粘性溶岩が冷えた溶岩大地では、遠赤外線が放出されており、パワースポットとして
多くの人が住みついています。 日本列島は、火山国です。地下のマグマが冷えて花崗岩にな
り、各地で産出されています。この花崗岩に地圧が加わってバラバラに砕けた地層が存在して
います 破砕帯と呼ばれる地層です 破砕帯の花崗岩は ハワイ島の溶岩大地より遠赤外線のいます。破砕帯と呼ばれる地層です。破砕帯の花崗岩は、ハワイ島の溶岩大地より遠赤外線の
放出が強いことが分かりました。
日本各地の破砕帯を現地調査し、遠赤外線（育成光線）の放出が特に強い岩石を確保する

ことができました。こうした岩石は、人がほとんど立入っていない場所に存在しており、確保し製
品化するのに約20年の歳月を要しました。 特に、本来持っている岩石の力を更にパワーアッ
プするため高温処理をしていますが、大変難しい「匠の技」レベルの技術となっています。「マ
ジェスティレアス（不老皇石）」は、NASAの育成光線理論を受け止めて、特別な岩石を特別な技
術で処理したオンリーワン商品です。試作による仮データでは、使用された皆さんの基礎体温
が上昇しています。今後、様々な利用方法を検討し、健康長寿社会の実現に貢献したいと計画
しています。
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人間の体には、病気にかかったり、かかりそうになったとき、それらを自らの力で治し
たり防ごうとする力が備わっています。自然治癒力は、人間が健康を維持しようとする
働きで生まれながらに持っているものです。
野生の動物たちは本能的にそれを知っているのか、体の具合が悪くなったときには、

体に良い波長が出た大地に移動して、土にまみれたり、岩石の上で寝そべったりして
体力の回復を図る等の行動が見られます。本来は野生動物のように自然に治らないと
いけないのでしょうが、現代はこの自然治癒力を引き出すことが、なかなか出来なく
なってきているのです。
自然治癒力の低下の原因は、食事バランスの乱れ、過労、睡眠不足、過度のストレス、

夜型の生活などが考えられます。それが元で低体温の人が増加し、人間本来の
36.5℃の体温が維持できなくなっていると考えられます。すなわち、ＮＡＳＡが言う人
間の生体（タンパク質と水）が36.5℃の時に9.6μｍの波長が発散されていないことに
なります。
なぜ、「自然治癒力」が大事なのでしょうか。それは、現代医学がしている「治療」は、

そのほとんどが根本原因を取り除くことではなく、現れている症状を緩和することに過
ぎないからです。症状を一時的にとったり、抑えたりするのは薬の力です。最後は人間
本来の自然治癒力がなければ完治しないのです。
このような視点から、どうしたら人間と同じ波長（9.6μｍ）を発する物ができるか。研

究の視点はそこにありました。それが出来上れば、共振現象により人間本来の波長に
戻すこができ、生命活動の活性化を図ることが出来、人間本来の自然治癒力を戻すこ
とができるからです。
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中国の始皇帝が、不老長寿を願って薬（漢方）や岩石の力を追い求めた話は有名で
す。特に翡翠（ヒスイ）や水晶は、「気」を高め、生命力を活性化する岩石（宝石）として
愛用していたことが知られています。
また、古代ローマ帝国では、人の生命は「霊」によって支えられているという考え方が

存在していました。「霊」を守る鉱物の代表が金（黄金）であり、ルビーやサファイヤなど
の宝石類も霊を守る力があると考えられていました。したがって、歴代の皇帝たちは、
金や宝石類を不老長寿の守り神として愛用したとされています。
このように、先人たちは自然の力（大地の力）を本能的または生活の知恵として心得

ていたかもしれません。現代でも、各種の宝石類がパワーストーンとして重宝されてい
るのが現状です。
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歴史上の皇帝たちが、不老長寿を求め愛用した岩石（宝石）は、長い地球の歴史の中
で強力な地圧と高温の地熱によって造り出されたものです。特に、１０００℃以上の地熱
を何度も受けてゆっくりと冷えて固まった岩石は、エネルギー放射が強くなっています。
火山国日本では、全国各地で火山岩が産出されます。この火山岩の中で、地熱や地

圧で独自の変化したものが花崗岩です。マジェスティレアスの原材料として使用してい
る花崗岩は、約３億年前の地層から確保しています。しかも、地殻変動が激しかった破
砕帯という特別エネルギー放射が強い地層から採取しています。

これらの採取した岩石と各種の材料を混合し、特別な要領で焼き上げることに
よって完成しています。マジェスティレアスの発する波長は、生体が発する最適な波長
（9.6μｍ）に近く、現在、岩盤浴等で使用されている自然の岩石をはるかに上回ってい
ることが確認されています。
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最近、遠赤外線を謳い文句にいろいろな製品が販売されています。特に暖房に関し
ては遠赤外線ヒーターと呼ばれる暖房器具や、遠赤外線の下着、靴下といった衣類も
販売されています。これらは遠赤外線領域の波長の発しているものから、そうでないも
のまで存在するかもしれません。ビジネストークにより、遠赤外線と銘打った商品であれ
ば、すべて体によく、暖房効果があるように錯覚するので、注意する必要があります。
たしかに遠赤外線領域の波長が出ていれば遠赤外線の商品と言ってもよい間違い

ではありません。しかし、遠赤外線イコールＮＡＳＡが発表した育成光線でその効果が
十分出ているわけではありません。ＮＡＳＡですら9.6μｍの波長が生体の波長と認
識しながら、その波長を出す物体がなく、当初はクラシック音楽が録音してあるレコー
ダーを足の裏に貼り付けて宇宙飛行飛行士の健康を管理したと聞いています。このよ
うに、育成光線の9.6μｍの波長を出す物を開発するのは至難の業なのです。
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それではなぜ、レコーダーを足の裏に付けたのでしょうか。クラシック音楽を聴くと体
がリラックスするといわれておりますが、これは音楽の波長により、脳波にα波が出現し
副交感神経の働きが良くなり、体が休まるのです。ＮＡＳＡは音楽波長による効果を
狙ったのです。
通常のエアコン等の暖房器具は空気を暖めていますが体の内部の細胞に振動を与

えることはありません。
遠赤外線暖房器具は、体の皮膚部分の細胞に振動を起こし体を温めるので、通常暖
房より体が温かく冷めにくい暖房となります。
しかし、育成光線は体の全体に共振現象を起こし、温めるのみならず、基礎体温の

向上にまで及んでおり、遠赤外線利用の暖房器具等とは大きく違うことです。
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育成光線の放射は、遠赤外線応用研究会で測定してもらう（依頼）ことが可能です。
「マジェスティレアス」については、現在、健康機器認可の申請と特許申請を計画してい
るため、非公開にさせて頂いています。
参考までに「マジェスティレアス」と同じ理論で研究開発したシールの測定結果を紹介
しておきます。振幅は「マジェスティレアス」より小さい為、パワーダウンしていますが、生
体反応を科学的に確認することができます。
平均体温36.5℃に近い37℃の時、シールから放射する波長を測定しました。黒い線

（グラフ）が標準を示しています。専門的には、黒体と呼ばれ、9.5¶m～9.6¶mの放射を
ピークにしたグラフになっています。
赤い線（グラフ）がシールから放射している電磁波です。平均放射率が91.25％と測

定され、育成光線レベルの電磁波を放射していることが確認されます。
「マジェスティレアス」の放射率の仮データはもっと高い放射率となっていますが、現在
は非公開であることをご了解下さい。参考までに、現在シールは商品化していません。
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人の体温変化は、サーモグラフィーの画像によって確認することが可能です。青色の部分は
低体温の部分を示し、赤色が高体温を示します。色の変化をコンピューター解析によって皮膚
表面温度として数字化することが可能です。
＜サーモグラフィーによる皮膚表面温度の変化＞
シールを背中の左右2枚ずつ貼り、30分後の変化を測定しました。サーモグラフィーによる

色の変化が確認できます。シールによる温度変化の数字化では皮膚表面温度が0.1～0.7℃
上昇していました。
「マジェスティレアス」の仮データでは、平均0.5～1.2℃の皮膚表面温度の上昇が確認され

ています。使用場所、使用方法によって基礎体温変化がどのようになっていくか、今後の研究ています。使用場所、使用方法によって基礎体温変化がどのようになっていくか、今後の研究
課題としています。多くのモニター様から、体温の上昇報告を頂いています。（現在は非公開）
人の基礎体温は、常に微妙に変化しています。これは、基礎代謝が常に変化しているからで

す。一般的には、寝起き（朝）時は代謝活動が低いため、低体温になっています。昼間の活動時
の平均体温が36.5℃あれば健康的とされています。普通の体温計は、37℃が赤字で示されて
います。 基礎体温が37℃近くある人は、体内の代謝活動が活性化しており、健康長寿につな
がる可能性が大きいと考えられます。 『マジェスティレアス』の使用によって、代謝活動が活性
化し、健康長寿につながることが期待されます。
基礎体温を上げるには 体内の筋肉量を増やす必要があります 体脂肪率の高い人は 代基礎体温を上げるには、体内の筋肉量を増やす必要があります。体脂肪率の高い人は、代

謝活動が不活発になり、基礎体温が低くなってきます。
ダイエットに取り組む時、食事制限を中心に体重を減らすのではなく、運動を取り入れて筋肉

量を増やしながら体重減少に取り組むことが大切です。
『マジェスティレアス』で基礎体温が上がっても、決して油断しないことです。日常的に運動を

取り入れ、筋肉量を減少させないことが重要です。基礎代謝の低下は「万病の元」と受け止め
『マジェスティレアス』をより効果的にご活用下さい。健康長寿を支える有効な手段になること
を願っています。
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育成光線が人の体に作用すると、共振現象によって生体電流の流れが活性化します。
その時、神経細胞と神経細胞のすき間（シナプス）に存在するセロトニン（体内化学物
質）の量が増えることが分かってきました。セロトニンは人の精神活動を安定させること
で知られています。その結果、情緒の安定や熟睡につながることが証明されています。
この時の脳波を測定すると、α波の出現率が高くなっています。現在ではクラッシック

音楽による低セロトニンの解消など、α波の出現と人、動物、植物の生体反応に関する
研究が盛んになってきています。
＜α波の出現率＞
育成光線を放射するシールを背中に貼って、α波の出現率を測定しました。使用30

分後α波の出現率が高くなっていることが分かります。
「マジェスティレアス」に関する仮データ取りでは、α波の出現率がシールよりかなり高く
「熟睡できる」という報告が続いています。今後、唾液中のアミラーゼ測定による生体の
ストレス解消度（国際単位kIU/L）についてデータ取りを行なう予定です。人の精神活
動の安定性を科学的に追究して行きます。（健康機器認定審査請求までは非公開にし
ます）
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